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 令和4年度第2回全国役員会 報告 資料  20220922  

 

2024（令和４）年 

第49回全日本高等学校書道教育研究会 近畿ブロック代替開催 神奈川大会 開催計画（案）            

第1回実行委員会 報告 

 
開催日   2022（令和4）年 7月 25日（月）  

時間    13:00 – 14:30  

次第    

司会 山口事務局長  

 

１ 開催日程案（会長）      

   開催日  2024年8月8日（木）9日（金） 

   会場   川崎市スポーツ・文化総合センター カルッツかわさき 

        公式WEBサイト  http://culttz.city.kawasaki.jp/info_hall/ 

〒210-0011  

神奈川県川崎市川崎区富士見1-1-4  TEL.044-222-5211 

        アクセス    http://culttz.city.kawasaki.jp/access/ 

 

２ 運営方針概要(事務局長)    

・6月-7月にかけて本部事務局会議を毎週土曜日に開催し、開催内容に関する協議を進めてきました。 

・本日提示内容は代替開催の全国研究大会運営イメージの整理のために本部事務局起案としての大会開催計

画概要（案）＝大会プログラム（案）の策定に向けた意見交換を進めてきましたのでその内容を示しまし

た。 

・今後は本部事務局起案として大会開催計画概要（案）（＝大会プログラム（案））の策定に向け、継続し

て意見交換を行い、大会規約・運営委員会組織設置・役割分担・研究大会などの中身について随時意見交

換・検討協議しながら、必要な組織や係分担を定めていきたいと考えています。 

 

 

３ 計画概要報告（理事長） 

     

【 2022年6月-7月の神奈川大会の開催内容に関する本部事務局協議 の状況について（計画概要報告）】 

❶ 検討議題（柱）について  

 

１ 大会開催目的・趣旨について 

２ 大会主題（テーマ案）について 

新しい研究大会へのチャレンジ  新しい学習指導要領の実践の模索 

３ 開催効果と参加者のメリットについて 

４ 大会規約について  

５ 運営委員会設置について 

６ 事務局役割分担について 

７ 発表者募集について  

８ 旅行業者選定について 

９ 開催依頼申請または後援申請について   

    神奈川県川崎市教育委員会 
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文部科学省 文化庁 

    神奈川県教育 

    横浜市教委 

    横須賀市教委 

    全日本書写書道教育研究会 

    その他 

 

❷  ❶の検討議題にそった組織編成＝実行委員会組織：1〜13を設置した場合の運営組織のあり方につい 

て （原案検討のための協議報告） 

 

 

■ 組織１  

運営委員会【神奈川大会 運営委員会】 

（係業務）全体プログラム策定・効果予測と検証・大会計画デザイン集約構築・主題設定・各組織連携等 

 

 

■ 組織２  

分科会企画運営【神奈川大会 研究部 事業企画部】  

（係業務）分科会（またはワークショップ、シンポジウムなど）の設置案に向けた各テーマ検討・運営 

【分科会設定部門 検討のための素案】 

 （１）教育課程推進の現状と課題検証（授業実践から見えてきた課題協議） 

 （２）普通科再編計画における学際的部門の芸術科書道のあり方検証（展望と課題共有）及び協議 

 （３）学習評価のあり方・進め方の研修（指導と評価の一体化を図る学習指導案研修）及び協議 

 （４）全国調査からの芸術科書道の現状課題検証（参加者意見交換と今後の調査のあり方協議） 

 （５）ICT活用授業の効果と検証（授業報告と汎用性モデルの情報共有）及び協議 

 （６）鑑賞活動の授業設定と運用の実態。著作権の活用も含めた今後の課題 

（鑑賞活動の事例共有と著作権などの扱いの課題） 

 （７）都道府県ごとの教科指導研修体制の意見交換（事例紹介）及び協議 

 （８）全日本高等学校書道教育研究会個人会費登録のメリット検証・今後のあり方協議 

 （９）各学校のカリキュラムマネジメントに基づいた書道系大学への進学指導の課題 

 （１０）教育工学や脳科学からの視点での学習支援のあり方（事例紹介） 

（１１）書道教育に関連する諸団体の確認と相関図の作成から見える化ワーク 

 

 

■ 組織３  

授業研究発表運営【神奈川大会 研究部】 

（係業務）新学習指導要領準拠・「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料の基づいた、 

高等学校芸術科書道 書道Ⅰ・書道Ⅱ・書道Ⅲ及び学校設定科目の授業実践報告 

 

■ 組織４  

渉外【神奈川大会 渉外部】 

（係業務）人的交流ネットワークづくりチーム 

      人的交流ネットワーク情報ベース構築（書道教育に関わる相関図と組織と人の見える化） 

       教育懇親会（立食 フリートーク 名刺交換） 

       協賛広告  各団体との渉外 
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■ 組織５  

書道系大学連携【神奈川大会 事業企画部】 

（係業務）ワークショップ運営 

     書道系大学授業体験 

     書道系大学学校紹介プレゼンテーション 

 

 

■ 組織６   

講演会運営【神奈川大会 研究部】       

（係業務）基調講演企画運営 

 

 

■ 組織７   

展示企画【神奈川大会 事業企画部】     

（係業務）展示企画運営 

 

 

■ 組織８   

協賛団体ブース【神奈川大会 渉外部】 

（係業務）協賛団体ブース企画運営 

      教科書会社 

      教材会社 

      書道用品店 

 

■ 組織９   

広報宣伝戦略【神奈川大会 事業企画部】    

（係業務）告知広報 チラシ作成  WEB告知  SNS発信 

 

 

■ 組織１０ 

書道型進学進路指導対策【川崎大会 事業企画部】    

（係業務）書道系大学行事勧誘計画  書道系大学入試情報パンフ設置  入試相談 

  

 

■  組織１１ 

取り扱い旅行会社担当【川崎大会事務局】   

（係業務）業者選定 参加申し込みツール検討 参加者名簿 参加者つり下げ名札  

WEB申込のみで扱い、都道府県の事情に応じた領収証の発送は行わない 

  

 

■ 組織１２ 

会計【川崎大会事務局】 

（係業務）予算案検討 予算執行規約検討 口座開設 会計業務全般 
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■ 組織１３ 

研究集録【川崎大会編集部】 

（係業務）第49回全日本高等学校書道教育研究会 神奈川大会（近畿ブロック代替開催）研究集録刊行 

     研究集録の体裁はゼロベースで再検討 

     旅行業者の業務パッケージに組み入れる 

     分科会内容はそれぞれA４ １枚程度 

 

 

 

４ 今後の検討継続の考え方について （会長 副会長 理事長）  

 

・全国研究大会運営や運営実行委員会組織編成のあり方考え方について再検討のチャンスとしたい。 

・全国大会の開催のあり方の見直しチャンスでもある。 

・個人会費や旅費負担に見合った（＝授業で使える、ためになった、参加して良かった・・・）研究大会と

するための研究会の魅力の新機軸の見直しチャンスである。 

・研究集録のあり方の再検討のチャンスである。 

・今後の全国大会のあり方のサンプル提示としての代替開催を関東地区で実施する意義を明確化したい。 

「きっかけづくりは関東地区でやらなければやらない。」 

・規模が小さくなっても、経費がかからず、負担経費の削減、持続可能な全国大会のあり方を視野におき、

運営委員会委員が体を壊してでもやり通す大会運営の見直しをしたい。SDGs・サステイナブルの考え方を念

頭に置き、何が大切なのか神奈川大会をきっかけにモデルチェンジを図る必要性もある。 

・旅行業者は JTB 川崎支店としたい。仮予約を進め、詳細は開催要項作成後に本部事務局で打ち合わせを

行っていく予定。 

 

・会場使用費用は 1日30万くらい 2日で60万  50万から60万で検討したい。 

 川崎市教育委員会への平日減免申請により、2日間 フルで277,750円となった。 

時間：9:30-21:30   大ホール ＋ ７部屋  

 

・開催規模        300名予定 

・会費         6,000円 から 7,000円  資料代含む  

 資料のみ販売代    2,000円  500部             

   

   

 

５ 今後の近畿ブロック意見交換と次回第2回実行委員会開催計画について 

 （ 和歌山県理事  本部事務局長） 

  

 2022年10月初旬には第2回実行委員会を開催する予定でいる。 

            

 

６  副会長挨拶  （副会長） 

  

以上 


